
昭和３８年 下り急行いこま と 上り第一こだま 離合点の推定 

かつて世田谷にお住まいの C６２４４（寺井洋一様：非公開）さんが主
宰する鉄道写真の HP「写真館 汽車・電車 団塊の世代が情熱を
注いだ青春譜（なめくじ会）」の中に古い東海道本線での写真があ
る。下り急行「いこま」に乗車して走行する１５３系の車内から すれ違
う上り特急「こだま」を撮影した写真である。しかし記録もないため場
所も時間も判らない、ということであった。時は昭和３８年である・・・。 
そこで、この列車のすれ違い場所（時刻）を推定することを試みた（結
果はC６２４４様に連絡した）。その結果をここに留めておく・・・。 

■両列車（いこま こだま）の離合点推定プロセス 
偶然手元に「昭和３９年９月号 日本交通公社・時刻表」の復刻版
があった。これを見ると下り急行「いこま」（東京発大阪行き）とすれ違
ったのは、特急「第一こだま（大阪発東京行き）である。そこで、両列車のダイヤ
グラムを時刻表から作成し、当時の離合点（すれ違い場所/時刻）を計算してみ
ることとした。結果は以下とおりである。 
※昭和３９年９月の時刻表と昭和３８年のダイヤが同じであったかどうかは確認し
ていない。（コロナ禍のため調査活動ができなかった。）しかしサンロクトオ（昭和
３６年１０月）の大改正以降、東海道新幹線開業（３９年１０月）まで大きな
改正はなかったものと考えられる。（※昭和３７年１２月時点では同じダイヤであった・・・。） 

この結果、下り急行「いこま」 と 上り特急「第一こだま」の離合点（すれ違い場
所/時刻）は、東京から１２９㎞付近 下り急行「いこま」が 沼津発車後３km、
３分後 １１時５５分ごろと推定される。 

※「いこま」の沼津停車を考慮すると３km３分（平均時速６０㎞/ｈ）は現実的か
計算してみた。低出力の１５３系、発進加速度を１㎞/ｈ/ｓと仮定して、運行最高速度を
９０㎞/ｈとすると、走行距離３.４㎞、平均車速６７.５㎞/ｈとなり、非現実的ではないことも
確認できる。いずれにしても大きな問題（差異）はないと考えて良いのではないだろうか・・・。 

 

 

 

 

■写真による（ひとつの・・・）検証 

離合時の写真に写る遠景 山並みのスカイラインを、現在の沼津駅から３km 付近の踏切ストリートビューに写る姿を比較してみ
た。よく似た山並みスカイラインである。このことからも沼津から３km ほど、現在の沼津－片浜駅（昭和６２開業）（当時は無く次
駅は原駅）間、時刻は１２：００少し前とみて良いのであろう。               ※もちろん両列車に遅れは生じていない前提であるが・・・。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15３形急行下り「いこま」と１５１形特急上り「こだま」の車窓の離合を一枚。この「いこま」は乗ったの

に写真を撮っていません。クハ１５１はチャンピオンマークをつけています。  昭和３８年場所は不明。 

〔１９６４年９月 交通公社の時刻表〕 

〔いこま、第一こだま 熱海－静岡 間 ダイヤグラム〕 
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を増結、１２両編成に戻る 


